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——————————要約——————————

本研究では，グーグル検索を用いた複数のキーワード
からの発想支援について考える. 既存の発想支援システ
ムでは1つのキーワードから発想を広げていくものが多
かった. そこで,複数のキーワードから関連する単語を用
いてランク付けすることで,より効率の良い発想支援につ
ながると考えた.

キーワード：テキストマイニング，発想支援,
共起ネットワーク,ベイジアンネットワーク

———————— 1 はじめに————————
現在，情報処理技術の発達に伴って,コンピュータが人
間の創造的な問題解決・思考活動を支援する発想支援シ
ステムの研究が進んでいる. これからの時代はよりアイデ
ア発想が重要になってくると考える. [1]創造活動をする
際,人間は言葉で表現することが多く,その言葉を用い,自
分の発想を整理し,修正を行う. 実際,認知心理学では,人
間にとって思考と言語は深い関連があると言われている.
その理由で, 人工知能が発想支援を行うためには, 人間
の言葉を知る必要がある. しかし,自然言語を機械に理解
させるのは非常に困難であり,機械独特の自然言語の分析
方法が用いられている. [2]
発想を支援することは,人間からアイデアが出やすくす
ることと考えられる. そのため,機械が発想支援を行うに
は,人間が考えるために使う手段である,自然言語の分析
方法を利用する必要がある. そこで現状の発想支援につ
いて,複数のキーワードからの発想支援に着目した.
本研究では，複数のキーワードについて共起ネットワー
クからその関連語をランキング形式で表示する事を考え
る.

図1 研究背景と目的

———— 2 発想支援システムとは————

2.1 サイバー空間からのテキストデータ収集
現代社会においてインターネット上の情報量は莫大にな

っており,今後も増え続けることが予想される. このイン
ターネット上の情報を収集して分析することで発想支援
に生かせると考える. 発想支援において重要なことはキー
ワードからより関連度の高い単語をより多く表示させる
ことである. そこで, より良いデータを多く収集するた
めにサイバー空間からテキストデータを収集することと
する.
今回, キーワードごとにGoogle検索から上から何件分
かのURLを取得し,そのURLからテキストを抽出してそ
のテキストに対して自然言語処理を行い,必要な単語を取
り出す. その単語群から共起ネットワークを作成する.
図2にデータ収集に用いるテキストマイニングの説明を
示す.

図2 データ収集の流れ

2.2 テキストマイニング
テキストマイニングとは,大量かつ多量なデータを様々
な観点から分析し,役に立つ情報を取り出そうとする技術
である.

インターネット上のテキストを用いることで大量のデー
タを活用することができる. まず,収集した文章に対して
HTMLタグやJavaScriptのコードを取り除くクリーニン
グ処理をする. その次に形態素解析を行う. 形態素解析と
は文を形態素ごとに分解する技術である. 発想支援にお
いて必要な名詞や動詞に分解することである. また,助詞
の ’は’ や ’が’ 助動詞の ’です’ は不要なので取り除く.
そして単語群に対して正規化を行う. 正規化することで
文字種を統一できる. 半角と全角や数字を統一すること
で同じ単語として扱うことができる.

図3 自然言語処理の流れ

2.3 既存の発想支援と課題
既存の発想支援システムにはAIブレストスパーク[2]の
ひらめきマップや,ブレストアイデアがある. ひらめきマッ
プははキーワードを入力するとその単語に共起する関連
語を表示して発想支援に役立てるというものである. ブレ
ストアイデアはキーワードを用いたワード,フレーズの生
成をするシステムである. また, KH corderを用いた階層
的クラスタ分析を用いて単語の関連性を分析した研究が
ある.[3] 課題としては表示される単語のランク付けがさ
れないことが挙げられる.

図4 発想支援システムの例 (キーワード:台風)

—— 3 データドリブンによる最適化——

3.1 単語の分散表現ベクトル
自然言語処理の分野において,単語をベクトル表現する
技術がある.(Word2Vec)
複数のキーワードの関連語がなかった場合にも発想支
援できるように単語をベクトル表現することで近いベク
トルの単語同士を関連語として見れるのではないかと考
える.

Word2VecについてSkip-gramでモデル化する. Skip-
gramでは, ある単語を入力した時, その周辺にどのよう
な単語が現れやすいか予測することをモデル化する.

図5 Skip-gramによるモデル化

3.2 複数のキーワード間の共起ネットワーク
共起ネットワークとは文章また単語群に対し
て共起する単語をネットワークで表したモノで
ある. 今回, キーワードごとに集めたテキスト

に対してそれぞれの共起ネットワークを作成す
る.

図7 複数の共起ネットワークにおける共通単語

3.3 単語の遷移による共通単語のランク付け
ベイジアンネットワークにより単語のつなが
りを可視化した. それぞれのネットワーク

.

図7 提案手法の概要

———- 4 数値実験ならびに考察———-
今回, キーワードごとにGoogle検索から上か
ら20件分のURLを取得し, そのURLからテキ
ストを抽出してそのテキストに対して自然言語
処理を行い, 単語群からベイジアンネットワー
クを作成する. 隣接行列を Pandasで作成し,隣
接行列から NetworkXという Pythonのライブ
ラリを使用してベイジアンネットワークを作成
した. 単語の遷移確率をテキストデータから算
出し,

図8 疑似データによるベイジアンネットワー
クの可視化

———————— 5 おわりに————————

本研究では，複数のキーワード間の発想支援についてベ
イジアンネットワークを用いた単語の遷移確率を使った
スコア算出によるランク付けについて考えた. 今後の課
題はURL取得からランク付けまでのすべての工程をつな
げることと,ネットワーク作成のとき共通の単語がなかっ
た際にどうするか考える. また,システムの評価方法につ
いての考察をする必要がある..
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